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Ⅰ 調査の設計 
 
◆ 調査の目的 

 
長野県は全国有数の森林地帯を有し、そこではぐくまれる豊かな水環境は、生活に不可欠の場である

とともに、県民のこころの原風景でもあった。しかし、効率を優先する生活スタイルや都市化、あるい

は自然に対する意識の多様化により、水辺環境のありようは大きく変貌してきた。 
長野県世論調査協会と長野県環境保全協会は共同事業として、これまで「環境保全－自分に可能なこ

と」「地球温暖化」「環境との対話－高校生の立場から」「環境教育 指導と教材のあり方」などのテー

マで世論調査を行い、幅広く県民の声を聞いてきた。 
今回は新たに、暮らしに身近な「水辺環境」をテーマに、関心の度合いや利用の仕方、望ましい水辺

づくり、保全のための心がけ、望まれる保全対策、個人や行政の役割と課題などを探る。 
 
 
◆ 調査の設計 

 

▽調査対象    県内に住む 20 歳以上の男女１０００人 

 

▽抽出方法    層化三段無作為抽出法。県下“有権者の縮図”となるように、東北中南の４地

域に分け、一定のルールで選定した市町村の選挙人名簿をもとに抽出した。 

 

▽調査地点 １９市 １５町 １４村 

 

▽調査方法    郵送回収（一部ﾌｧｸｽ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 

 

▽調査時期    ２００７年１２月４日～２００８年１月１５日 

 

▽有効回答    ５８５人（男性 ２８４人 女性３０１人）＝回収率 ５８．５％ 

 
▽回収内訳    郵送 ５３８人（９２．０％） 

ﾌｧｸｽ  ３３人（ ５．６％） 
        ﾈｯﾄ   １４人（ ２．４％） 
 

 

 

＜注＞報告書のパーセント数字は小数点第 2位を四捨五入。合計が 100 にならない場合がある。 
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◆ 回収サンプルの内訳  
 
【性別と年代】

合計 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 不明
585 34 74 122 156 150 46 3

100.0% 5.8% 12.6% 20.9% 26.7% 25.6% 7.9% 0.5%
284 18 36 47 83 76 22 2

48.5% 3.1% 6.2% 8.0% 14.2% 13.0% 3.8% 0.3%
301 16 38 75 73 74 24 1

51.5% 2.7% 6.5% 12.8% 12.5% 12.6% 4.1% 0.2%

男性

女性

合計

 

3.1%
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6.5%
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6.2%

14.2%
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳以上 不明

男性 女性

 
 
 
【職業】

事務系・技術系従事者 138 23.6%
現業系・サービス系従事者 113 19.3%
役員・管理職・自由業 39 6.7%
商工・自営業 39 6.7%
農・林・漁業 73 12.5%
専業主婦 102 17.4%
無職 65 11.1%
その他 13 2.2%
不明 3 0.5%  
 
 
 

【地域】

北信 183 31.3%
東信 103 17.6%
中信 135 23.1%
南信 164 28.0%  
 
 
 

【市郡】

市部 450 76.9%
郡部 135 23.1%  
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【居住年数】

５年未満 38 6.5%
５年以上～１５年未満 88 15.0%
１５年以上～３０年未満 118 20.2%
３０年以上 338 57.8%
不明 3 0.5%  

 
 
 
 
【地域性】

市街地 45 7.7%
近郊住宅地・団地 152 26.0%
農村・中山間地 388 66.3%  
 
 
 
 
【暮らし向き】

上の上 6 1.0%
上の下 13 2.2%
中の上 183 31.3%
中の下 251 42.9%
下の上 94 16.1%
下の下 31 5.3%
不明 7 1.2%  
 
 
 
 
【結婚】

既婚 498 85.1%
未婚 78 13.3%
不明 9 1.5%  
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2.2%下の下

5.3%
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31.3%

中の下

42.9%

既婚
85.1%

不明 1.5%未婚

13.3%
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Ⅱ 結果の概要 

 水辺環境と向き合う   

 日ごろの接点  「かなり関心」高齢層で伸びる    

水辺に「関心がある」総体では８０％に達する。「かなり関心がある」だけでも４人に１

人を数え、男性ではほぼ３人に１人を占め、関心総体で女性よりも１０ﾎﾟｲﾝﾄ上回る。７０

歳以上（以下「７０代」と略記）で６０％に迫り、６０代でも３８％にのぼる。他方、若

い年代層は１０％前後に低迷する。 

 

◆「かなり接触」だけで２０％余 男性が上回り“南高北低” 

日ごろ水辺に接する機会が「かなりある」が２０％余、総体では６５％。水辺への関心

に相応して、男性の接触の度合いが１０ﾎﾟｲﾝﾄほど高く、中高齢層の高めの傾向も同様だ。 

南信で７３％と最も高いのに対して北信では６０％を割り込み、高めの中信、低めの東

信を含めて“南高北低”がはっきり。 
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◆水辺の利用「やすらぎ」「散歩」「仕事」が上位 

水辺のふれ合いや利用は「やすら

ぎ、気分転換の場」が男女ともに他

を引き離すトップ。「散歩、ジョギン

グ」と「農業、漁業などの仕事」が

上位に挙げられ「魚釣りや水遊び」

が続く。「散歩」は女性がかなり差を

つけ「仕事」と「遊び」では男性が

大きくリード。 

「やすらぎ」は２０代が最も高く

「散歩」「遊び」で２０～３０代が高

めになっている。職業層では「やす

らぎ」で現業・サービス系勤め人と

専業主婦が高め。「散歩」では無職層

が最も高く「仕事」は農林業に特化

される。 

 

◆好きな水辺「田園の小河川」断然トップ 「海」が二番手 

好きな水辺は「田園の小さな河川」が男女ともに飛び抜けてトップ。二番手に「海」が

挙げられ「湖」「滝」「大きな河川」が上位５に並ぶ。「田園の小河川」は中高齢層に人気が

高めで「海」は若い年代層で高まる。「小河川」は農村・中山間地（以下「山間部」と略記）

で平均値を上回る高さ。「海」「滝」は市街地で高く「湖」は近郊住宅地・団地（以下「住

宅地」と略記）といった温度差がみられる。 

（「その他」「特にない」「不明」は除く）
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 身近な水辺の変化  ワースト３「水遊びの場減った」「ごみ増加」「生き物減少」   

この１０年間の身近な水辺の変化は「水遊びができる場所が減った」が６０％に迫り最

も著しい。僅差で「ごみが増えた」と「魚など生き物が減った」が同率で続き「魚釣りが

できる場所が減った」「水が汚れてきた」の順でワースト５。半面「いやな臭いがするよう

になった」や「スポーツを楽しむところが減った」は２０％を下回り、下位にランクされ

た。 

トップの「水遊びの場」は地域的に中信や市街地で高く「ごみが増えた」では東信、中

信と住宅地で比較的高めになっている。下位ながら「いやな臭い」は市街地で３０％台に

跳ね上がる。 
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 望ましい水辺  「ホタルやトンボのいる空間」が最高 

「ホタルやトンボなどがいる空間」が飛び抜けて多く、２位に「人間の手を加えない流

れ」が入り、僅差で「花や緑が豊かな空間」が続く。上位項目の“自然回帰”の傾向と対

照的に「スポーツ施設のある河川敷」や「市街地で家族と楽しめる小川」といった“人工

整備”は下位に置かれている。 

「ホタル・トンボ」は男性や中高齢層で平均値を上回り、地域的には郡部や農村部で高

まる。「手を加えない流れ」には南信や農村部で高い。水辺に接する機会のある層も、似た

ような志向がみられ、対照的に接触がない層は「噴水やせせらぎのある公園」や「花や緑

が豊かな空間」を好む度合いが高めになる。 

 

◆接触ふえれば関心も強く 

総じて水辺の接触がある層は、水辺に「かなり関心がある」が３６％と高いのに対して、

接触がない層では「関心がない」総体で３０％にのぼる。 

好きな水辺は、接触のある層が「田園の小河川」がぐんと伸びる。対照的に、接触のな

い層では「海」と「滝」の度合いが高まる。 
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 水辺環境をはぐくむ   

 水辺環境を守る心がけ  断然トップ「空き缶・ごみ捨てない」 

「空き缶やごみを投げ込まな

い」が圧倒的に占め「台所のく

ずや食べ残しを流さない」も高

率でランク。「昆虫や小魚を自

然のままにしておく」が３番目。

総じて、女性と５０代以上の中

高齢層の取りくみが高めになっ

ている。 

他方「合成洗剤の使用を少な

く」は下位に置かれ「個人的な

空き缶・ごみ拾い」は最も低く

なっているが、上位の心がけと

同様に、女性や中高齢層ではか

なり熱心さが現れている。 

 

 水辺を守る担い手  「行政・住民が分担を」６０％余 「行政中心に」１９％ 

「行政と住民が分担して行う」が６０％台に達して最も高く「行政が中心に」が２０％

弱。「住民が中心に」は１０％に届かず「わからない」が１３％。 

中高齢層で「分担」が高めで「行政」は３０～４０代で平均値を上回り、東北信の度合

いが高めになっている。住宅地、農村部で「行政」の比重がやや強まるのに対して、市街

地で「わからない」が２７％にのぼる。 
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◆活動への参加「ある程度」５５％ 「なんともいえない」２５％ 

「参加したい」が総体で６０％にのぼるが、大半は「ある程度は参加したい」にとどま

る。男性の参加意欲が６７％に伸びるが、女性は１０ﾎﾟｲﾝﾄ余下回る。 

中高齢層で高めになり、７０代では８５％の高率になる。農村部で平均値を上回るのに

対して、市街地、住宅地ではやや振るわない。 

ふだん水辺に接触がある層は「参加したい」が７０％に達する半面、接触のない層では 

４０％余にとどまり「わからない」が３人に１人を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加したくない理由のトップ「時間が取れない」６５％  ２位「汚す側に責任を」 

「仕事や家事で時間がとれない」が６５％で最も多く、女性や事務・技術職、農林業で

高め。農村部で７０％に達する。 
２番目に「河川を汚す側に責任を取らせるべきだ」が入り、男性で高く３６％にのぼる。

東北信で比較的高めになっており、地域では住宅地、市街地で平均値を大きく上回る。「共

同の活動には関わりたくない」と「行政がやるべきだ」が上位に続く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆水辺のふれあい～活動参加との関連では
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◆積極的な取りくみ「地域」４０％台 「学校」「企業」の順 

地域の取りくみを「積極的」とする評価が総体で４２％、学校については３２％、企業

は２１％と微妙に分かれる。 

地域の「積極的」評価は５０代以降で半数を超え、７０代では６７％に高まる。地域的

には、南信の評価が半数に迫る。 

学校の評価にめだった違いはみられないが、企業には管理職層で高くなっている。 

4.4 16.2 25.1 14.0 36.4

3.8

7.5 24.8 17.6 4.8 40.9

4.4

8.7 33.7 29.2 6.2 21.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ　地域

Ｂ　学校

Ｃ　企業

積極的に
取りくんでいる

まあ
積極的だ

あまり
積極的でない

まったく
積極的でない

なんともいえない
・わからない

不明

 

 

 行政に望む取りくみ  上位に「きれいな水辺づくり」と「生物が豊か」並ぶ 

「ごみのないきれいな水辺づ

くり」と「魚や鳥、植物などの

生物が豊かな水辺の保全」が上

位に並び「災害のない安全な護

岸づくり」が３番目。 

女性で「きれいな水辺」と「安

全な護岸」が高め。男性では「生

物が豊か」と「安らぎを与えて

くれる景観の維持」（４位）が高

めになっている。 

「きれいな水辺」で市部・郡

部の違いはあまりないが「生物

が豊か」で市部が高め。「安全な

護岸」では郡部が高めといった

地域差が出ている。 

 

43.1
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安らぎを与えてくれる景観の維持

住民モラルの向上のための啓発

直接水にふられる水辺づくり

環境教育の充実

豊かな水量の確保

水に親しむ機会や情報の提供

(%)
（「その他」「なんともえいない・わからない」「特にない」「不明」は除く） 
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Ⅲ 単純集計 

 

 

問 1 あなたは、いま住んでいるところにどの程度愛着を感じ

ますか    

  全体 男性 女性 

愛着を感じている 46.7% 50.4% 43.2% 

まあ愛着を感じている 40.0% 39.4% 40.5% 

あまり愛着を感じない 5.5% 4.2% 6.6% 

愛着を感じない 1.9% 2.1% 1.7% 

どちらともいえない 6.0% 3.9% 8.0% 

    

    

問2 あなたは、身近な環境で何が重要だと思いますか 

（2 つ以内）    

  全体 男性 女性 

安全に生活できること 61.2% 52.8% 69.1% 

緑の豊かさ  41.5% 44.0% 39.2% 

大気のきれいさ 32.6% 30.6% 34.6% 

水や水辺のきれいさ 26.8% 28.2% 25.6% 

景観の美しさ 14.9% 18.0% 12.0% 

静けさ  10.1% 13.4% 7.0% 

不快な臭いがない 6.2% 6.0% 6.3% 

清潔さ  5.0% 5.6% 4.3% 

その他  0.2% - 0.3% 

特にない  0.3% 0.4% 0.3% 

    

    

問3 環境問題について、あなたの関心があるのはどんなこと

ですか（3 つ以内）    

  全体 男性 女性 

地球の温暖化 79.5% 78.9% 80.1% 

ごみの増加 39.5% 35.2% 43.5% 

身近な自然の減少 23.4% 23.9% 22.9% 

・荒廃 

河川・湖沼の汚染 22.6% 29.6% 15.9% 

大気汚染  22.2% 21.8% 22.6% 

ダイオキシン汚染・ 19.0% 14.4% 23.3% 

環境ホルモンによる影響  

農作物の農薬使用 15.9% 9.2% 22.3% 

酸性雨による森林や 15.6% 18.7% 12.6% 

農作物への影響 

開発途上国の公害・ 15.0% 20.4% 10.0% 

有害廃棄物の越境移動 

熱帯林の減少・ 13.7% 16.2% 11.3% 

砂漠の拡大 

原子力発電所の事故 9.4% 8.5% 10.3% 

や放射能漏れ 

野生動植物の種の 8.0% 9.2% 7.0% 

減少 

海洋汚染  6.3% 6.7% 6.0% 

屋内建材など化学 6.2% 2.5% 9.6% 

物質の健康被害 

その他  0.5% 0.7% 0.3% 

特にない  - - - 

    

    

 

 

 

 

 

 

    

問 4 あなたは、水辺に関心がありますか  

  全体 男性 女性 

かなり関心がある 26.3% 32.4% 20.6% 

まあ関心がある 53.7% 52.5% 54.8% 

あまり関心がない 12.0% 10.2% 13.6% 

ほとんど関心がない 2.1% 1.8% 2.3% 

なんともいえない・ 5.5% 2.1% 8.6% 

わからない 

不明  0.5% 1.1% - 

    

    

問 5 あなたは、どんな水辺が好きですか（2 つ以内） 

  全体 男性 女性 

田園の小さな河川 52.5% 51.4% 53.5% 

海  31.8% 33.8% 29.9% 

湖  27.7% 27.8% 27.6% 

滝  24.4% 22.9% 25.9% 

大きな河川  17.9% 22.2% 14.0% 

池   13.7% 18.7% 9.0% 

公園の池・噴水 12.5% 8.1% 16.6% 

街中の水路 11.6% 9.5% 13.6% 

その他  1.4% 1.1% 1.7% 

特にない  1.2% - 2.3% 

不明  0.2% - 0.3% 

    

    

問 6 あなたは、日ごろどの程度水辺を見たり、接する機会が

ありますか    

  全体 男性 女性 

かなり多い  21.5% 25.7% 17.6% 

ある程度はある 43.8% 45.1% 42.5% 

あまりない  27.7% 24.6% 30.6% 

ほとんどない 6.7% 4.6% 8.6% 

不明  0.3% - 0.7% 

    

    

問7 （問6で「① かなり多い」「② ある程度ある」とお答えの

方に）主に、どのような利用の仕方ですか（2 つ以内） 

  全体 男性 女性 

やすらぎ、気分 57.3% 56.2% 58.6% 

転換の場 

散歩、ジョギング 37.7% 30.3% 45.9% 

農業、漁業などの仕事 29.6% 36.3% 22.1% 

魚釣りや水遊び 22.0% 30.3% 12.7% 

洗い物などの家事 10.2% 7.0% 13.8% 

に利用 

キャンプ、バーベ 9.4% 9.5% 9.4% 

キューなどのアウトドアライフ 

河川清掃や花づくり 9.2% 9.0% 9.4% 

などボランティアの場 

水生生物の観察など 5.2% 5.5% 5.0% 

学習の場  

カヌーなどの水上 0.8% 0.5% 1.1% 

スポーツ 

その他  7.3% 5.5% 9.4% 

不明  0.3% 0.5% - 
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問 8 あなたは、身近にどのような水辺があればよいと思いま

すか（2 つ以内）    

  全体 男性 女性 

ホタルやトンボなどが 59.8% 63.7% 56.1% 

いる空間 

人間の手を加えない 35.0% 37.7% 32.6% 

流れ 

花や緑が豊かな空間 34.2% 30.3% 37.9% 

安全管理が十分 16.2% 15.5% 16.9% 

行き届いたせせらぎ 

噴水やせせらぎの 15.2% 9.9% 20.3% 

ある公園 

市街地で家族と 12.5% 14.8% 10.3% 

楽しめる小川 

自然観察に配慮した 11.8% 12.7% 11.0% 

小川・ビオトープ 

スポーツ施設のある 7.4% 8.1% 6.6% 

河川敷 

その他  0.9% 1.1% 0.7% 

特にない  0.9% 0.4% 1.3% 

不明  0.5% 0.4% 0.7% 

    

    

問 9 あなたは日ごろ、水辺環境を守るためにどのようなこと

を心がけていますか（すべて）    

  全体 男性 女性 

空き缶やごみを 93.3% 93.7% 93.0% 

投げ込まない 

台所のくずや食べ 84.4% 79.2% 89.4% 

残しを流さない 

昆虫や小魚を自然 69.2% 70.4% 68.1% 

のままにしておく 

食用油は固めて 63.2% 48.9% 76.7% 

処理する 

むやみに野草を 51.6% 48.2% 54.8% 

摘まない 

汚れのひどい食器は 45.6% 35.2% 55.5% 

ふき取ってから洗う 

合成洗剤の使用を 43.6% 38.4% 48.5% 

少なくする 

個人的に空き缶・ 20.7% 24.3% 17.3% 

ごみ拾いをしている 

その他  2.1% 2.8% 1.3% 

特にない  0.9% - 1.7% 

不明  0.5% 0.7% 0.3% 

    

 

問 10 この 10 年ほどの間に、あなたの身近な水辺とその周

辺の状態に変化がみられますか    

A 水の量が減った     

  全体 男性 女性 

はい  37.6% 38.7% 36.5% 

いいえ  26.0% 30.3% 21.9% 

なんともいえない 31.8% 27.5% 35.9% 

・わからない 

不明  4.6% 3.5% 5.6% 

    

    

 

 

 

 

問 10-B いやな臭いがするようになった  

  全体 男性 女性 

はい  15.4% 16.2% 14.6% 

いいえ  52.8% 56.0% 49.8% 

なんともいえない 25.3% 22.2% 28.2% 

・わからない 

不明  6.5% 5.6% 7.3% 

    

    

問 10-C ごみが増えた    

  全体 男性 女性 

はい  55.7% 58.8% 52.8% 

いいえ  24.8% 27.1% 22.6% 

なんともいえない 14.7% 10.2% 18.9% 

・わからない 

不明  4.8% 3.9% 5.6% 

    

    

問 10-D 水が汚れてきた    

  全体 男性 女性 

はい  40.2% 39.1% 41.2% 

いいえ  31.6% 34.2% 29.2% 

なんともいえない 23.9% 23.2% 24.6% 

・わからない 

不明  4.3% 3.5% 5.0% 

    

    

問 10-E 水草が減った    

  全体 男性 女性 

はい  39.3% 38.7% 39.9% 

いいえ  20.2% 23.6% 16.9% 

なんともいえない 34.2% 32.7% 35.5%  

・わからない 

不明  6.3% 4.9% 7.6% 

    

    

問 10-F 野草など緑が減った    

  全体 男性 女性 

はい  28.9% 28.2% 29.6% 

いいえ  35.2% 40.8% 29.9% 

なんともいえない 28.9% 25.0% 32.6% 

・わからない 

不明  7.0% 6.0% 8.0% 

    

    

問 10-G 魚など生き物が減った    

  全体 男性 女性 

はい  55.7% 61.3% 50.5% 

いいえ  13.3% 18.0% 9.0% 

なんともいえない 26.2% 16.5% 35.2% 

・わからない 

不明  4.8% 4.2% 5.3% 

    

    

問 10-H 魚釣りができる場所が減った  

  全体 男性 女性 

はい  45.3% 50.0% 40.9% 

いいえ  16.2% 22.2% 10.6% 

なんともいえない 32.5% 22.5% 41.9% 

・わからない 

不明  6.0% 5.3% 6.6% 
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問 10-I 水遊びができる場所が減った  

  全体 男性 女性 

はい  59.1% 61.3% 57.1% 

いいえ  13.2% 18.0% 8.6% 

なんともいえない 22.4% 15.5% 28.9% 

・わからない 

不明  5.3% 5.3% 5.3% 

    

    

問 10-J 危険な箇所が増えた    

  全体 男性 女性 

はい  29.7% 28.9% 30.6% 

いいえ  29.9% 37.7% 22.6% 

なんともいえない 33.3% 27.8% 38.5% 

・わからない 

不明  7.0% 5.6% 8.3% 

    

    

問 10-K 休憩できるところが減った  

  全体 男性 女性 

はい  30.4% 31.3% 29.6% 

いいえ  29.9% 35.9% 24.3% 

なんともいえない 33.3% 27.5% 38.9% 

・わからない 

不明  6.3% 5.3% 7.3% 

    

    

問 10-L スポーツを楽しむところが減った  

  全体 男性 女性 

はい  18.5% 18.7% 18.3% 

いいえ  33.0% 40.5% 25.9% 

なんともいえない 41.5% 35.6% 47.2% 

・わからない 

不明  7.0% 5.3% 8.6% 

    

    

問 10-M 水路の改修が進み近づきにくくなった  

  全体 男性 女性 

はい  36.2% 40.5% 32.2% 

いいえ  25.8% 31.7% 20.3% 

なんともいえない 30.9% 22.9% 38.5% 

・わからない 

不明  7.0% 4.9% 9.0% 

    

    

問 10-N 景観が悪くなった    

  全体 男性 女性 

はい  29.6% 33.5% 25.9% 

いいえ  32.1% 33.1% 31.2% 

なんともいえない 31.6% 27.8% 35.2% 

・わからない 

不明  6.7% 5.6% 7.6% 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたの身近な河川は、どの程度整備されているとお

考えですか    

  全体 男性 女性 

十分整備されている 6.0% 9.5% 2.7% 

まあ整備されている 55.2% 55.3% 55.1% 

あまり整備されて 21.5% 23.6% 19.6% 

いない 

まったく整備されて 3.1% 3.2% 3.0% 

いない 

なんともいえない 13.8% 8.1% 19.3% 

・わからない 

不明  0.3% 0.4% 0.3% 

    

    

問 12 あなたは、身近な河川を U 字溝で整備することについ

てどう思いますか    

  全体 男性 女性 

積極的に行うのがよい 3.9% 4.2% 3.7% 

ある程度は行う必要 48.5% 51.1% 46.2% 

がある 

これ以上行うべきで 31.1% 35.2% 27.2% 

ない 

なんともいえない 16.2% 9.5% 22.6% 

・わからない 

不明  0.2% - 0.3% 

    

    

問 13 あなたは、水辺環境を守るための活動や取りくみにつ

いて、行政と住民がどのように行うのがよいと思いますか

  全体 男性 女性 

行政と住民が分担 61.0% 62.0% 60.1% 

して行うのがよい 

行政が中心になって 19.1% 19.7% 18.6% 

行うのがよい 

住民が中心になって 6.7% 10.2% 3.3% 

行うのがよい 

なんともいえない 12.8% 7.7% 17.6% 

・わからない 

不明  0.3% 0.4% 0.3% 

    

    

問 14 あなたは、水辺環境を保つための活動があれば参加

したいと思いますか    

  全体 男性 女性 

ぜひ参加したい 5.5% 4.9% 6.0% 

ある程度は参加したい 54.7% 61.6% 48.2% 

あまり参加したくない 12.3% 13.4% 11.3% 

まったく参加したくない 2.7% 3.2% 2.3% 

なんともいえない 24.6% 16.9% 31.9% 

不明  0.2% - 0.3% 
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問 15 （問 14 で「③ あまり参加したくない」「④ まったく参加

したくない」とお答えの方に）その理由は何ですか（２つ以内）

  全体 男性 女性 

仕事や家事で時間 64.8% 61.7% 68.3% 

がとれない 

河川を汚す側に責任 28.4% 36.2% 19.5% 

を取らせるべきだ 

共同の活動には 19.3% 23.4% 14.6% 

関わりたくない 

行政がやるべきだ 18.2% 19.1% 17.1% 

清掃活動をしても 15.9% 17.0% 14.6% 

また汚されてしまう 

水辺環境に関心が 10.2% 8.5% 12.2% 

ない 

その他  2.3% - 4.9% 

特に理由はない 5.7% 6.4% 4.9% 

    

    

問 16 あなたは、次のＡ～Ｃが身近な水辺環境を守るための

取りくみを、どのように受け止めていますか   

A 地域     

  全体 男性 女性 

積極的に取りくんで 8.7% 8.1% 9.3% 

いる 

まあ積極的だ 33.7% 37.3% 30.2% 

あまり積極的でない 29.2% 30.6% 27.9% 

まったく積極的でない 6.2% 7.7% 4.7% 

なんともいえない 21.5% 15.5% 27.2% 

・わからない 

不明  0.7% 0.7% 0.7% 

    

    

問 16-B 学校    

  全体 男性 女性 

積極的に取りくんで 7.5% 7.0% 8.0% 

いる 

まあ積極的だ 24.8% 27.1% 22.6% 

あまり積極的でない 17.6% 19.4% 15.9% 

まったく積極的でない 4.8% 6.3% 3.3% 

なんともいえない 40.9% 36.3% 45.2% 

・わからない 

不明  4.4% 3.9% 5.0% 

    

    

問 16-C 企業    

  全体 男性 女性 

積極的に取りくんで 4.4% 5.6% 3.3% 

いる 

まあ積極的だ 16.2% 17.3% 15.3% 

あまり積極的でない 25.1% 26.8% 23.6% 

まったく積極的でない 14.0% 20.1% 8.3% 

なんともいえない 36.4% 27.5% 44.9% 

・わからない  

不明  3.8% 2.8% 4.7% 

    

    

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは、水辺環境を良くするために、国や県、市町

村にどのような取りくみを望みますか（2 つ以内） 

  全体 男性 女性 

ごみのないきれいな 43.1% 40.8% 45.2% 

水辺づくり 

魚や鳥、植物などの 42.9% 45.1% 40.9% 

生物が豊かな水辺の保全 

災害のない安全な 34.4% 30.6% 37.9% 

護岸づくり 

安らぎを与えてくれる 21.7% 25.0% 18.6% 

景観の維持 

住民モラルの向上 15.6% 17.3% 14.0% 

のための啓発 

直接水にふられる 9.9% 9.5% 10.3% 

水辺づくり 

環境教育の充実 8.9% 7.0% 10.6% 

豊かな水量の確保 8.5% 10.9% 6.3% 

水に親しむ機会や 8.4% 7.7% 9.0% 

情報の提供 

その他  0.7% 0.7% 0.7% 

なんともいえない 0.9% 0.7% 1.0% 

・わからない 

特にない  0.2% - 0.3% 

不明  0.3% 0.4% 0.3% 
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Ⅳ 調査票  

  
            
 
 
 
 
 
問１ あなたは、いま住んでいるところにどの程度愛着を感じますか。 
 
     ① 愛着を感じている       ④ 愛着を感じない 

     ② まあ愛着を感じている     ⑤ どちらともいえない 

     ③ あまり愛着を感じない 

 
問２ あなたは、身近な環境で何が重要だと思いますか。２つ以内に絞ってお答えください。 
 
     ① 大気のきれいさ        ⑥ 不快な臭いがない 

     ② 緑の豊かさ          ⑦ 静けさ 

     ③ 景観の美しさ         ⑧ 清潔さ 

     ④ 水や水辺のきれいさ      ⑨ その他（         ） 

     ⑤ 安全に生活できること     ⑩ 特にない 

 
問３ 環境問題について、あなたの関心があるのはどんなことですか。３つ以内に絞って 

お答えください。 

 

     ① 河川・湖沼の汚染 

     ② ダイオキシン汚染・環境ホルモンによる影響 

     ③ 酸性雨による森林や農作物への影響 

     ④ 地球の温暖化 

     ⑤ 大気汚染 

     ⑥ 熱帯林の減少・砂漠の拡大 

     ⑦ 開発途上国の公害・有害廃棄物の越境移動 

     ⑧ 身近な自然の減少・荒廃 

     ⑨ ごみの増加 

     ⑩ 野生動植物の種の減少 

     ⑪ 海洋汚染 

     ⑫ 屋内建材など化学物質の健康被害 

     ⑬ 原子力発電所の事故や放射能漏れ 

     ⑭ 農作物の農薬使用 

     ⑮ その他（                        ） 

     ⑯ 特にない 

 

問４ あなたは、水辺に関心がありますか。 

 
     ① かなり関心がある       ④ ほとんど関心がない 

     ② まあ関心がある        ⑤ なんともいえない・わからない 

     ③ あまり関心がない 

 

ご記入のお願い 
○ すべての質問に必ず封筒の宛名に書かれたご本人様がご記入ください。 
○ ご回答は右端の枠の中へ、該当の数字をご記入ください。 
○ 「その他」に該当する場合は（ ）の中に具体的内容をご記入ください。 



 16

問５ あなたは、どんな水辺が好きですか。２つ以内に絞ってお答えください。 
 

     ① 池    ⑤ 大きな河川      ⑨ その他 

     ② 湖    ⑥ 田園の小さな河川      （          ） 

     ③ 海    ⑦ 街中の水路      ⑩ 特にない 

     ④ 滝    ⑧ 公園の池・噴水 

                

問６ あなたは、日ごろどの程度水辺を見たり、接する機会がありますか。 
 

  ① かなり多い     －→ 問７、問８へ 
  ② ある程度はある   －→ 問７、問８へ 

     ③ あまりない     －→ 問８へ 
     ④ ほとんどない    －→ 問８へ 
 
問７（問６で「① かなり多い」「② ある程度ある」とお答えの方に） 

主に、どのような利用の仕方ですか。２つ以内に絞ってお答えください。 
 
     ① やすらぎ、気分転換の場     
     ② 散歩、ジョギング          
     ③ 魚釣りや水遊び         
     ④ キャンプ、バーベキューなどのアウトドアライフ 
     ⑤ 農業、漁業などの仕事      
     ⑥ 河川清掃や花づくりなどボランティアの場 

     ⑦ 水生生物の観察など学習の場 

     ⑧ 洗い物などの家事に利用 

     ⑨ カヌーなどの水上スポーツ 

     ⑩ その他（                         ） 

 

問８ あなたは、身近にどのような水辺があればよいと思いますか。２つ以内に絞ってお答えください。 
 

     ① 噴水やせせらぎのある公園   ⑥ 自然観察に配慮した小川･ビオトープ 

     ② 花や緑が豊かな空間      ⑦ 安全管理が十分行き届いたせせらぎ 

     ③ ホタルやトンボなどがいる空間 ⑧ スポーツ施設のある河川敷 

     ④ 市街地で家族と楽しめる小川  ⑨ その他（          ） 

     ⑤ 人間の手を加えない流れ    ⑩ 特にない  

 

問９ あなたは日ごろ、水辺環境を守るためにどのようなことを心がけていますか。 

あてはまるものを全てお答えください（該当する番号の左側に○をお付けください）。 
 

 ① 台所のくずや食べ残しを流さない 
 ② 食用油は固めて処理する 
 ③ 合成洗剤の使用を少なくする 
 ④ 汚れのひどい食器はふき取ってから洗う 
 ⑤ 空き缶やごみを投げ込まない 
 ⑥ むやみに野草を摘まない 
 ⑦ 昆虫や小魚を自然のままにしておく 
 ⑧ 個人的に空き缶･ごみ拾いをしている 
 ⑨ その他（                          ） 
 ⑩ 特にない 
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問10 この１０年ほどの間に、あなたの身近な水辺とその周辺の状態に変化がみられますか。 

   次のＡ～Ｎそれぞれについて、該当する番号に○をお付けください。 

   はい いいえ 
なんともいえない 

・わからない 

Ａ 水の量が減った ① ② ③ 

Ｂ いやな臭いがするようになった ① ② ③ 

Ｃ ごみが増えた ① ② ③ 

Ｄ 水が汚れてきた ① ② ③ 

Ｅ 水草が減った ① ② ③ 

Ｆ 野草など緑が減った ① ② ③ 

Ｇ 魚など生き物が減った ① ② ③ 

Ｈ 魚釣りができる場所が減った ① ② ③ 

Ｉ 水遊びができる場所が減った ① ② ③ 

Ｊ 危険な箇所が増えた ① ② ③ 

Ｋ 休憩できるところが減った ① ② ③ 

Ｌ スポーツを楽しむところが減った ① ② ③ 

Ｍ 水路の改修が進み近づきにくくなった ① ② ③ 

Ｎ 景観が悪くなった ① ② ③ 

 
問11 あなたの身近な河川は、どの程度整備されているとお考えですか。 

 
  ① 十分整備されている     ④ まったく整備されていない 
  ② まあ整備されている     ⑤ なんともいえない・わからない 
  ③ あまり整備されていない 

   
問12 あなたは、身近な河川をＵ字溝で整備することについてどう思いますか。 

 
  ① 積極的に行うのがよい     
  ② ある程度は行う必要がある   

     ③ これ以上行うべきでない 

     ④ なんともいえない・わからない 

 

問13 あなたは、水辺環境を守るための活動や取りくみについて、行政と住民がどのよう 
に行うのがよいと思いますか。 

 
  ① 行政が中心になって行うのがよい  
  ② 行政と住民が分担して行うのがよい 
  ③ 住民が中心になって行うのがよい 

     ④ なんともいえない・わからない 

 

問14 あなたは、水辺環境を保つための活動があれば参加したいと思いますか。 

 
  ① ぜひ参加したい       －→ 問 16 へ 

     ② ある程度は参加したい    －→ 問 16 へ 

     ③ あまり参加したくない    －→ 問 15、問 16 へ 

     ④ まったく参加したくない   －→ 問 15、問 16 へ 

     ⑤ なんともいえない      －→ 問 16 へ 
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問15 （問14で「③ あまり参加したくない」「④ まったく参加したくない」とお答えの方に） 

その理由は何ですか。２つ以内に絞ってお答えください。 

 

     ① 水辺環境に関心がない      

     ② 仕事や家事で時間がとれない   

     ③ 共同の活動には関わりたくない  

     ④ 清掃活動をしてもまた汚されてしまう 

     ⑤ 行政がやるべきだ 

     ⑥ 河川を汚す側に責任を取らせるべきだ 

     ⑦ その他（           ） 

     ⑧ 特に理由はない 

 
 
問16 あなたは、次のＡ～Ｃが身近な水辺環境を守るための取りくみを、どのように受け 

止めていますか。 

 

   Ａ 地域 

     ① 積極的に取りくんでいる    ④ まったく積極的でない 
     ② まあ積極的だ         ⑤ なんともいえない・わからない 
     ③ あまり積極的でない 
     
  Ｂ 学校 

     ① 積極的に取りくんでいる    ④ まったく積極的でない 
     ② まあ積極的だ         ⑤ なんともいえない・わからない 
     ③ あまり積極的でない 
 

   Ｃ 企業 

     ① 積極的に取りくんでいる    ④ まったく積極的でない 
     ② まあ積極的だ         ⑤ なんともいえない・わからない 
     ③ あまり積極的でない 

 

 

問17 あなたは、水辺環境を良くするために、国や県、市町村にどのような取りくみを望みますか。 

２つ以内に絞ってお答えください。 

 
  ① ごみのないきれいな水辺づくり  

     ② 魚や鳥、植物などの生物が豊かな水辺の保全 
  ③ 災害のない安全な護岸づくり   
  ④ 安らぎを与えてくれる景観の維持   

     ⑤ 直接水にふれられる水辺づくり  
     ⑥ 住民モラルの向上のための啓発  
     ⑦ 豊かな水量の確保 

     ⑧ 環境教育の充実 

     ⑨ 水に親しむ機会や情報の提供 

     ⑩ その他（              ） 

     ⑪ なんともいえない・わからない 

     ⑫ 特にない 

 

 



 19

問 18 水辺または水環境全般について思うところがありましたらお書きください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｆ１ あなたの性別   ① 男性     ② 女性 
           
Ｆ２ あなたの年代   ② ２０代    ⑤ ５０代 

         ③ ３０代    ⑥ ６０代 

            ④ ４０代    ⑦ ７０歳以上 
 
Ｆ３ あなたの職業   ① 事務系・技術系従事者   ⑤ 農・林・漁業 
            ② 現業系・サービス系従事者 ⑥ 専業主婦 
            ③ 役員・管理職・自由業   ⑦ 無職 
            ④ 商工・自営業       ⑧ その他（具体的に   ） 
 
Ｆ４ お住まいの地域  ① 北信  ② 東信  ③ 中信  ④ 南信 
 
Ｆ５ お住まいの市町村 ①（    ）市  ②（    ）町  ③（    ）村 
              （  ）内に市町村名をご記入ください 
 
Ｆ６ 現在お住まいの市町村に何年居住されていますか 
            ① ５年未満         ③ １５年以上～３０年未満 
            ② ５年以上～１５年未満   ④ ３０年以上 
 

Ｆ７ お住まいの地域性 ① 市街地 ② 近郊住宅地・団地 ③ 農村・中山間地 

 

Ｆ８ 現在の日本の社会の暮らし向きを６つに分けるとすれば、あなたの家庭はどこのあ 

たりに入ると思いますか 

   ① 上の上 ② 上の下 ③ 中の上 ④ 中の下 ⑤ 下の上 ⑥ 下の下 
 
Ｆ９ あなたは現在、結婚されていますか  ① 既婚     ② 未婚 
 
 

＜ご協力ありがとうございました＞  

＜ご協力ありがとうございました＞ 
これからお聞きする事柄は、結果をまとめる上で必要となります。 
お手数ですが、引き続きご回答くださいますようお願い申し上げます。

※年代に合わせて選択肢の
番号をつけています 
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